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1 はじめに

これまで多くの会話コーパスが構築・公開されてきたが（表 1），大学生などの若者や親しい
者同士の会話，職場での会話，電話会話といったように，対象とする話者や場面などに偏りが
見られる．また実際の日常場面の会話ではなく，収録のために集まって雑談してもらうといっ
たように，作られた場面の会話も多い．更に音声データを公開していないコーパスも少なから
ずあり，映像データまで含むコーパスはほとんど存在しない．しかし我々が普段用いる言語の
実態を調べるには，実際の日常場面の会話を対象とするコーパスが不可欠である．また非言語
行動まで含め総合的にコミュニケーション行動の仕組みを明らかにするには，映像データまで
含めたコーパスが求められる．
こうした状況を受け，国立国語研究所共同研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基
づく話し言葉の多角的研究」（2016～2021年度）では，実際の日常場面を対象に，多様な場面・

コーパス名 規模 概要 メディア
名大会話コーパス 129会話 100時間 親しい者同士の雑談 無
BTSによる多言語話し言葉コーパ
ス 2021年度版

446会話 112.5時間 友人同士の雑談，教師学生面談
会話，電話会話など

音声（一部）

日本語話題別会話コーパス
J–TOCC

1800会話 150時間 120組の親しい大学生同士が 15

種類の話題別に 5分ずつ会話
無

CABank 日本語 Sakuraコーパス 18会話 7.5時間 大学生の会話 映像
千葉大学 3人会話コーパス 12会話 2時間 大学生の友人同士の会話 音声
CALL HOME Japanese 120会話 20時間 アメリカ在住日本人と国内の家

族・友人との電話会話
音声

CallFriend Japanese 60会話 アメリカ在住の日本人同士の電
話会話

音声

談話資料 日常生活のことば 96会話 18時間 日常生活の会話 無
女性のことば・職場編
男性のことば・職場編

111会話 21時間 職場のフォーマル・インフォー
マルな場面の自然談話

無

表 1 主要な日本語の会話コーパス

† 国立国語研究所

(C) The Association for Natural Language Processing. Licensed under CC BY 4.0
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).
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話者による会話 200時間を含む『日本語日常会話コーパス』（The Corpus of Everyday Japanese

Conversation, 以下 CEJC）の構築を進めてきた．CEJCは音声だけでなく映像まで含めて公開
するが，日常場面の会話を 200時間という規模で映像まで含めて公開するというのは，世界的
に見ても新しい取り組みである．そのため，いかに自然な会話を収録するか，また倫理的・法
的にどのような問題があるかなど (小磯，伝 2018)，多くの問題と向き合いながらコーパスの
構築に取り組んできた．2018年 12月に 50時間分の会話を対象とする試験公開を行い (小磯 他
2020a)，プロジェクトの最終年度にあたる 2022年 3月末に 200時間全体を本公開する．本稿で
は CEJC本公開版について紹介する．

2 CEJCにおける会話の収録

多様な場面・話者による会話を対象とするために，CEJCでは個人密着法と特定場面法に基
づき会話を収集した．個人密着法では，年齢・性別のバランスをとった 40名の調査協力者（20

代・30代・40代・50代・60歳以上の男女，各 4名）にカメラや ICレコーダーなどの収録機材
を貸し出し，できるだけ多様な場面・話者との会話約 15時間を収録してもらった．その上で，
会話の種類や話者のバランスなどを考慮して，1協力者あたり約 4～6時間，計 185時間のデー
タを選別した．また個人密着法で収集した 50時間の会話を調査したところ，職場での仕事中の
会話や未成年者による会話などが十分に収集できていないことから (小磯 他 2020a)，こうした
不足する場面や話者の会話については，調査者が主体となり会話を収録する特定場面法で 15時
間のデータを収録した．
協力者が実際に収録した会話の映像の例を図 1に示す．

図 1 映像データの例：夫婦で料理をしている場面．左の映像は 360度撮影可能なKodak PIXPRO SP360

を会話の場の中央に配置し話者を中心に撮影したもの．右・上下の映像は GoPro Hero3+を 2台設
置し話者や会話の状況を俯瞰的に記録したもの．論文掲載用に話者の顔にボカシ処理をしている．
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図 1にあるように，原則として 3台のカメラを用いて会話の映像を記録した．また音声につ
いても，会話の場の中心に設置する IC レコーダーで会話全体の音声を録音すると同時に，個々
の話者が装着する ICレコーダーにより各話者の音声をより明瞭に録音した．このように，多様
な研究ニーズに応えるために複数の映像・音声データを提供する点も，従来の会話コーパスに
はない特徴と言える．

3 データの規模・内訳

CEJC 本公開版には，461セッション1，577会話，計 200時間のデータが含まれている．話
者数は延べ 1675人，異なり 862人，語数は約 240万語（短単位）である2．
図 2に，性別・年齢ごとの延べ話者数と語数の分布を示す．CEJCの中核をなす個人密着法で
は，20歳以上の調査協力者を中心に，友人や同僚，家族などとの会話を収録したため，必然的
に協力者と同世代の話者が多く含まれることになる．実際，図 2を見ると，20代以上の成人に
ついては，40代・50代の男性が若干少なく女性が多いなど多少の違いはあるものの，いずれの
世代の男女とも約 100人以上の話者，15万以上の語を含んでおり，概ねバランスよく収録でき
ていることが分かる．一方，未成年者の会話が少ないという予備調査を受け，特定場面法によ
り中高生を対象に友達同士の雑談や部活動の打合せなど 5時間弱の会話を補ったものの，成人
と比べると数は少ない．未成年者のデータ拡充のために，子どもを主対象とする映像付きコー
パスの構築を新たに進めているところである (小磯他 2020b)．

図 2 性別・年齢ごとの延べ話者数と語数（短単位）の分布

1 協力者が 1 回に収録したもの（「（収録）セッション」）からまとまりをもった範囲を「会話」として切り出した．問
題のある部分をカットした結果，1 つのセッションが複数の会話に分かれることもある．

2 原稿執筆時点（2021 年 12 月）のデータ整備状況に基づく値．本公開版のデータと若干値が異なる可能性がある．
また話者数について，大人数の会議などでは発話を一切していない話者もいるが，こうした話者は集計に含めてい
ない．逆に店員など一時的に会話に参加している者であっても，発話している場合は含む．
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図 3 会話形式・会話の話者数・会話中の活動別に見た会話数・語数の割合

また図 3に，会話形式・会話を構成する話者数・会話中の活動別に見た会話数・語数の割合を
示す．会話形式を見ると，会話の件数・語数ともに，雑談が約 75%と多くを占めているが，用
談・相談や会議会合・授業レッスンなども一定数含まれていることが分かる3．また会話の話者
数を見ると，2人会話が件数の上では約半数と多くを占めているが，5人以上の多人数会話も件
数で約 15%，語数で 20%と，少なからず含まれている．また活動を見ると，食事中の会話や友
人との雑談など私的活動中の会話が多いものの，家事雑事や仕事学業中の活動，車や徒歩等で
の移動中の会話など，多様な状況での会話が含まれていることが分かる．

4 研究用付加情報

CEJCでは，200時間全体に対して転記テキストや短単位情報などの基本的な研究用付加情報
（アノテーション）を付与するとともに，「コア」と定める 20時間のデータ範囲については更に
係り受けや談話行為情報なども付与する．CEJC本公開版で提供する研究用付加情報は次の通
りである．

転記テキスト 200時間全体に対し，ELAN・Praatを用いて映像・音声を参照しながら人手で
作成．語の言いさしや母音・子音の延伸，笑いなどに関するタグを施す (臼田 他 2018)．

短単位情報・長単位情報 BCCWJの単語・品詞設計に準じて短単位情報 SUW・長単位情報
LUWを付与 (小椋 2014)．SUWは転記テキストを対象にMeCab・UniDicで自動解析し
た上で，200時間全体を対象に人手修正．LUWは SUWをベースに自動解析した上で，
コアを対象に人手修正．

3 ただし会議会合・授業レッスンの枠の多くは会議会合であり．授業レッスンは少ない．
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係り受け情報 コアを対象に，転記テキストで定める発話単位を範囲として文節間の係り受け
情報を自動付与した上で人手修正．

談話行為情報 コアを対象に，国際標準化規格 ISO24617-2をベースに日常会話用に整備した基
準にもとづき，発話単位ごとに人手で付与 (Iseki et al. 2019)．

韻律情報 コアを対象に，CSJに適用したラベリングスキーム X–JToBI(五十嵐 他 2006)を簡
略化した簡易版 X–JToBI(小磯 他 2020c)に準拠して人手で付与．

上記情報は，音声・映像データや会話・話者に関するメタ情報などと合わせて有償で公開す
る．また短単位情報・長単位情報については，オンライン検索システム「中納言」にて無償で
公開する．
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